

























































































































































































































































































































































































































































◆ Google Scholar http://scholar.google.co.jp （Google社）
→論文、学術誌、出版物などから検索する検索エンジン






































洋雑誌 例）Vega KJ, Pina I, Krevsky B. “Heart  transplantation is 
associated with an  increased risk for creatobiliary
disease. ” Ann Intern Med. 1996 ; 124（11）: 980‐3
◇ 雑誌の場合は、必ず巻号があるので、そこで見極めます。
◇ また、雑誌名をイタリックで記述したりします。
【参考文献の記載例】
著者名．“論文名．” 誌名．出版年，巻数（号数），
p○○-○○．（媒体表示） 入手先，（参照日付）．
例）久保百司ほか．“色素増感型太陽電池デバイスの量子論
に基づくマルチスケールシュミレータの開発と応用．”
日本化学会情報化学部会誌．2010, 27（5）, p.119
＜http://www.jstage.jst.go.jp/article/cicsj/27/5/119/
_pdf/‐char/ja/ ＞(参照 2012‐4‐23).
●電子ジャーナルの記事の場合
【参考文献の記載例】
著者名．“Webページの題名．”Webサイトの名称．
（媒体表示）入手先，（参照日付）．
例）山崎茂明 “インパクトファクターとは何か：正しい理解
と研究への生かし方” (オンライン) 
＜http://mlib.kitasato‐u.ac.jp/homepage/seminar1.html＞
(参照 2012‐4‐23).
※自分の論文の中に、参考文献として記述する場合は、サイトのア
ドレス（URL）と、サイトを確認した日付（アクセス日）を必ず記載す
るようにしてください。
●WEBサイトの中の記事の場合
14
参照文献リストを作成する理由
過去の研究や文献の調査・収集を十分、正確に
行った上で、新たな考えや意見を述べていること
を証明するため｡
自分がどんな資料を使い、どの部分を参考にし
たのか明らかにすることで、読者への文献案内
とするため。
自分の感想や意見、知識だけを
述べているわけではないことの証明
次に同じテーマについて研究する人にとって、
あなたの論文は先行研究の1つである
レポート・論文の中で、自分の論旨を説明する
ために、他の人の意見や文章を用いることを
といいます。
引用はもちろん認められている行為ですが、
不必要に多くの引用をしてはいけません。
「自分の文章の10分の1以下にとどめる」
とされています。
正当な範囲ってどれくらい？
引用（いんよう）
8. 引用と著作権について
引用の用件
① 引用の必然性があること
② 自分の文章が主で、引用が従であること
③ 他人の文章を括弧でくくるなどして、自分の
文章と区別すること
④ 出所を明示すること
以上の用件を満たすことが条件とされています。
著作権法第32条及び第48条が適用
コピペと呼ばれる行為、していませんか？
引用元を明らかにせずに、いわゆるコピペで
レポートを作成することは、剽窃（ひょうせつ）
という犯罪行為です。
なぜ、他人の文章をまるごとコピー
してはいけないんだろう・・・？
なぜ、わざわざ出所を明示しなくては
ならないんだろう・・・？
全ての著作物は
著作権法で保護されているから
＜参考文献＞
1. 学術情報探索マニュアル編集委員会編『理・工・医・薬系学生の
ための学術情報探索マニュアル』丸善, 2006年
2. 吉田健正著『大学生と大学院生のためのレポート・論文の書き
方』ナカニシヤ出版, 2004年
3. 藤田節子著『レポート・論文作成のための引用・参考文献の書
き方』日外アソシエーツ, 2009年
附属図書館参考調査担当（中央図書館） 松田 綾
電話：095-819-2200（内線：3166）
E-Mail：sanko@lb.nagasaki-u.ac.jp
ご不明な点がありましたら、いつでもお尋ねください。
